
 

様式第９ 

議 事 録 

会 議 名 令和７年第１回瑞穂警察署協議会（定例会） 

日時・場所 令和７年２月 13日（木）午後２時から午後４時まで 

 

 

 

 

 

 

 

出 席 者 

 

１ 委員 ７名（定数 10名） 

  筒木 幸枝会長  宮下 重伸副会長  佐上 美雪委員  

山本 五十次委員 市川 幸子委員   篠﨑 信夫委員  

森田 雄一委員   

２ 警察署員 ９名 

    浅田署長    齊田副署長    柏警務課長 

  古橋会計課長  柏本生活安全課長 小林地域課長 

  大野刑事課長  二木交通課長   田口警備課長 

   

３ 有識者等 

  なし 

１ 委嘱状の交付 

署長から再任、新規委員に対して公安委員会からの委嘱状を交付した。 

２ 会長及び副会長の選出 

  委員の互選により、筒木委員を会長に選出し、会長は、宮下委員を副会長に

指名した。 

３ 会長挨拶 

４ 署長挨拶 

５ 報告内容 

 (1) 管内の治安情勢 

 (2) 前回の意見・要望に対する具体的な施策の推進状況 

  ア 前回の協議事項 

    住宅対象侵入盗に対する総合的な抑止対策 

  イ 前回の意見・要望 

・  巡回連絡を活用した自宅の防犯力の向上 

・  効果的なパトロールと住民の交流促進への支援 

・  タイムリーな防犯情報の吸い上げと情報発信  

  ウ 施策推進状況（主なもの） 

・  巡回連絡で、最近発生する侵入盗の手口や防犯対策について広報し、 
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    注意喚起を図った。 

・  侵入盗の被害にあった住宅で防犯診断を実施、各種防犯対策について

の助言をして、防犯意識の高揚を図った。 

・  被害多発地域、時間帯での警戒活動を実施した。   

・  各学区で行われた特別警戒等に参加し、地域のネットワークを武器に 

街全体で犯罪から守る意識の重要性を呼び掛けた。 

・  管内の学校で、闇バイトの実態等を講話し生徒に注意喚起した。 

・ 「パトネットあいち」を活用したタイムリーな防犯情報を発信した。 

６ 協議事項 

  令和７年瑞穂警察署の活動に対する要望、意見 

７ 発言の要旨 

 ・ 近年は、新築、集合住宅が増えており、人の入れ替わりが多いため、地域

のネットワークの再構築が必要である。 

 ・ パトカーによる巡回は、通過が早すぎて声もかけられないので、自転車を

使ってパトロールをしてほしい。 

 ・ 最近の警察は親しみやすくなったが、場面によっては、緊張感を感じさせ

る姿もなくさないでほしい。 

 ・ 広い通りから一本裏通りの狭い道でもアシスト自転車等がスピードを出し

て走っており、危険であるため、裏通りでの交通指導や取締りもお願いした

い。 

 ・ 最近は、アシスト自転車が増え、スピードが出ていて危ない。対策が必要

ではないか。 

 ・ アシスト自転車は、乗り方次第で危険な乗り物となるため、自転車販売店

で購入者に注意事項の説明をする等してもらってはどうか。 

 ・ 新築現場近くの道路で、トラックが道をふさいでいることがあり、事故を

招くおそれがあるため、取締りをしてほしい。 

 ・ 最近流行のＤＸを推進し、警察からの情報発信と市民からの情報提供をよ

り効果的なものにできないか。 

８ 意見・要望 

(1) 警察官の徒歩又は自転車での学区内巡回 

（2）違法駐車の取締りの強化 

(3) アシスト自転車利用の啓蒙活動 

９ その他 

 (1) 速度取締指針の説明 

   交通課長から、速度取締指針の説明があった。 

 (2) 次回開催予定 

令和７年５月下旬ころ 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 


